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大
正
十
二
年
、
こ
の
当
時
は

ど
こ
で
も
運
動
会
が
盛
ん
な
時

代
で
し
た
。
私
共
倉
俣
地
域
で

も
青
年
団
が
毎
年
一
回
集
落
対

抗
の
運
動
会
を
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
写
真
は
、
た
ま
た
ま
、

倉
俣
本
村
が
優
勝
し
た
時
の
記

念
写
真
で
す
。
こ
の
年
は
、
関

東
大
震
災
が
あ
り
、
私
は
翌
十

三
年
海
軍
に
合
格
し
て
、
横
須

賀
海
兵
団
舞
鶴
練
習
部
へ
入
団

す
る
な
ど
思
い
出
深
い
写
真
で

す
。
当
時
の
選
手
は
、
み
な
素

足
で
競
技
を
行
っ
た
も
の
で
、

い
ま
考
え
て
み
る
と
真
に
、
今

昔
の
感
ひ
と
し
お
で
す
。

倉
俣
斉
喜
政
治
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
閣
列
目
の
右
端
が
斉
喜
さ
ん
で
す

軸
熱
懸
興
聾
弾
軸
熱
砦
盤
砦
熱
砦
懸
興
磐
砦
軸
弾
軸
軸
盤
懸
鮨
艇
弾
懸
懸
懸
弾
懸
魯

5月11日～6月10日
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融怠さん
忘れ叡、で保磯譲

へ
ゆ
る

へ
9
し

一
づ

■ツベルクリン検査およびB　C　G（S58．1．1～S58．12．3生）

　5月15日　14：00～15：30／倉俣地区、貝野地区、高道山地区、

　　　　　清津峡地区、土倉、倉下／保健センター

　5月22日　14：00～15：00／桂、田中、小原、干溝、荒屋

　　　　　保健センター
　5月28日　14：00～15：00／山崎、通り山、桔梗原、芋川新田

　　　　　未接種者／保健センター

■日本脳炎（初回者S55．4．1～56。3．31生　追加者S54。4。1～

　　　　　　S55．3．31生）

　6月4日　14：00～15：30／倉俣地区、貝野地区、高道山地区、

　　　　　清津峡地区、土倉、倉下、／保健センター

　6月15日　14：00～15：30／初回接種者の2回目、未接種者／保

　　　　　健センター

■母親学級

　5月18日　12＝30～13：00／産褥と赤ちゃんの保育／上村病院

■妊婦検診

　5月18日　13：30～14：00／上村病院

■3歳児検診

　5月14日　13＝00－14：00／保健センター（S55．10．1～56。4．1生）

■5歳児検診

　5月25日　13：00～14；OO／保健センター（S54．4。2～S54。9．30生

■健康相談日

　5月14日・28日　9：30～16：00／保健センター

11

　　働

心配ごと相談日（老人福祉センター13：00～16：00）i

高齢者講座開講式（総合センター10：00～）

　⑬灘

　　㈱

休日救急医（山口医院・下条曾55－2003）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，（

14
　　（月）

3歳児検診（右参照）農賭年金贈拠盟総会i愛

健康相談日（右参照）　　（総合センター13：30～）　i鳥

15
　　㈹

ツベルクリン反応検査およびB　C　G（右参照）　　i週
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　匹
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i間

18
　　働

心配ごと相談日（老人福祉センター13：00～16：00）i一

妊婦検診・母親学級（右参照）

19
　　db

鯉の即亮会（養魚場9：00～16：00）

癒凝
、職　糊

休日救急医（池田医院魯52－2581）

22
　　㈹

ツベルクリン反応検査およびB　C　G（右参照）

全国植樹祭

25
　　働

心配ごと行政相談日（老人福祉センター13；00～16：00）

5歳児検診（右参照）

灘
休日救急医（山口医院魯52－2174）

28
　　（月）

ツベルクリン反応検査およびB　C　G（右参照）

健康相談日（右参照）

30
　　㈱

消費者の日

1
　
働

清田山自然運動公園オーブン気象配念日
心配ごと相談日（老人福祉センター13：00～16：00）人権

擁護委員の日（委員斉喜正甫（倉俣）浜野孝司（田沢）

簗
休日救急医（富田医院曾52－3269）

4
　
（ 月）

日本脳炎予防擾種（右参照）

交通事故移動相談所（十日町市役所10：00～15100）

8
　
働

心配ごと相談日（老人福祉センター13：00～16：00）

難翻 休日救急医（大島医院曾52－2957）
交通安全家庭の日

※変更する場合があります。御用の際は

　担当課で確認を。

　
残
雪
と
鯉
の
ぼ
り
が
マ
ッ
チ

す
る
表
紙
写
真
を
撮
ろ
う
と
車

を
走
ら
せ
田
代
ま
で
来
ま
し
た
。

小
川
と
残
雪
・
土
の
香
り
と
カ

ヤ
ブ
キ
屋
根
を
背
景
に
子
ど
も

た
ち
の
笑
顔
を
写
し
て
み
ま
し

た
。

組
爲
蓬

管
困

　
東
京
、
錦
糸
町
の
カ
ッ
パ
祭

り
に
参
加
し
て
く
れ
た
若
い
人

た
ち
が
い
ま
す
。
こ
の
人
た
ち

は
、
い
ま
、
中
里
村
の
将
来
を

真
剣
に
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
総
合
開
発
計
画
を

紹
介
し
ま
し
た
が
、
こ
の
計
画

は
、
将
来
の
あ
る
べ
き
姿
を
文

章
化
し
た
も
の
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

こ
の
計
画
を
生
か
し
、
住
み
よ

い
村
に
す
る
の
は
村
民
一
人
ひ

と
り
の
力
で
す
。

　
み
ん
な
で
、
中
里
村
の
将
来

を
討
論
し
合
い
、
子
ど
も
た
ち

が
喜
ん
で
住
め
る
村
に
し
て
い

き
た
い
も
の
で
す
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
よ
う
が

　　　　　鷲雛

百雛縮硝鰹罵灘
　　　「　欝融　覇

騒購、き1

欝’

ン
ー
饗
ー
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、
麟《N・．糞糞難》

慧
，
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七
．
3
ウ

の

3
4
ヨ行財政

の
近
代
化

総合瞬計薩本構想

時
代
の
先
ど
り
に

村
民
の
英
知
を
集
め
築
く
村

住
　
民
　
参
　
加

広
域
行
政
の
推
進

財
政
の
適
正
化

行
政
の
合
理
化

心
豊
か
で
意
欲
的
な

　
　
人
づ
く
り
を
め
ざ
す
村

産
業
が
活
発
で
著
者
が

峯
産
活
動
に
参
煽
で
き
る
村

文
化
の
高
揚

社
会
体
育
の
振
興

社
会
教
育
の
推
進

学
校
教
育
の
整
備
充
実

国
有
林
野
の
活
用

高
等
教
育

義
務
教
育

幼
児
教
育

観
光
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
目
ン
地
帯
の
形
成

新
し
い
産
業
の
開
発

工
　
業
　
の
　
振
　
興

商
　
業
　
の
　
振
　
興

農林水
業業産
　　業
のの
　　の
振振振

興興興

心
身
障
害
者
（
児
）
福
祉

母
（
父
）
子
福
祉

老
人
福
祉

児
童
福
祉

地
域
福
祉

医
療
体
制
の
充
実

疾
病
の
予
防

健
康
づ
く
り
の
推
進

住
宅
公
園
・
緑
地

墓
地
・
火
葬
場

し
尿
処
理

ご
み
処
理

下
水
道

上
水
道

治
山
・
治
水

公
害
防
災
消
防
・
救
急

交
通
安
全

鳥
獣
魚
族
の
保
護

自
然
環
境
の
保
全

雪
の
有
効
活
用

生
活
の
確
保

通
信
網
の
整
備

バ
ス
路
線
の
整
備

鉄
道
の
整
備

道
路
交
通
網
の
整
備

水
源
の
か
ん
養

水
源
の
開
発

水
源
の
確
保
と
有
効
利
用

住
宅
・
工
業
用
地

公
共
用
地

山
林
原
野

農
用
地

社
会
福
祉
の
充
実

●
σ

保
　
健
　
衛
　
　
生

鴨
劉■

●
レ

生
活
環
境
の
整
備

安
全
な
生
活
の
確
保

罰当硬

自
然
環
境
の
保
全

雪
の
克
服
と
積
極
的
利
用

，
．
代一

■
一

交
通
々
信
網
の
整
備

難盤難

灘
難

水
　
　
　
利
　
　
　
用

土
　
　
地
　
　
利
　
　
用

　
出
稼
者
福
祉

　
低
所
得
者
福
祉

　数麟癬葬入

　
先
月
号
で
総
合
開
発
計
画
の
概
要
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
今
月
号
で
は
、
も

う
一
歩
踏
み
込
ん
だ
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。
体
系
図
を
ご
覧
に
な
る
と
分
か
る

と
思
い
ま
す
が
、
基
本
構
想
は
五
本
の
柱
か
ら
成
り
立
ち
、
そ
の
下
位
に
そ
れ

を
実
現
す
る
た
め
の
大
項
目
を
設
け
、
更
に
そ
れ
を
細
分
化
し
た
小
項
目
で
成

り
立
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
全
容
を
紹
介
す
れ
ば
良
い
の
で
す
が
紙
面
の
都
合
も
あ
り
、
み
な
さ
ん

に
関
心
の
あ
る
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
を
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
の

中
で
全
容
を
知
り
た
い
方
は
、
五
月
末
こ
ろ
村
政
事
務
嘱
託
員
に
計
画
書
を
配

布
い
た
し
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
計
画
を
つ
く
る
に
あ
た
っ
て
は
村
内
の
六
会
場
で
広
聴
会
を
開
催
し
、

計
画
の
基
礎
資
料
と
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
み
な
さ
ん
の
考
え
方
を
基

に
し
て
つ
く
ら
れ
た
計
画
で
す
か
ら
「
わ
た
し
た
ち
に
は
わ
か
ら
な
い
こ
と
」

と
い
わ
ず
に
・
こ
の
計
画
を
ご
覧
に
な
っ
て
意
見
や
問
題
点
な
ど
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

　
こ
の
計
画
に
基
づ
い
て
、
実
施
さ
れ
て
い
く
施
設
づ
く
り
等
に
当
っ
て
は
、

そ
れ
を
有
効
活
用
す
る
た
め
に
計
画
段
階
か
ら
村
民
が
参
画
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
よ
り
ょ
い
村
づ
く
り
に
は
、
「
村
民
の
参
加
」
が
た
い
せ
つ
で
す
。
み

ん
な
で
こ
の
計
画
を
活
か
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

一
一

蝉
額

乙
　
可

0
癒
葺

綴6

馨
　
　
　
“

灘藝蓮灘罐綴韓驚難・

　本村の総合的開発と自然と調和のとれ

た、地域社会の形成を図るためには、交

通通信網の整備が基本的条件です。

　交通網の整備にあたっては、新幹線、

高速自動車道等、高速交通体系の整備に

対応した交通ネットワークの形成を図る

とともに、主要幹線交通網の整備と生活

道の整備を図ります。また、本村では、

冬期間の交通確保は極めて、重要な課題

ですから、雪の克服で通年交通の確保を

図ります。通信網の整備は、多様化する

情報化社会に対処するため通信施設の整

備を図ります。

　土地は、人間生活、生産活動の基盤で

あり、また、有限な資源であることから

自然的地域環境を活かした、本村にふさ

わしい土地の高度利用を図っていくこと

を基本とし、長期的な展望にたって村民

の合意と協力を得ながら合理的で適合性

のある土地利用計画をつくります。

■農用地
　　農業所得の向上を目指し、農用地の

　基盤整備を行い優良農地を確保すると

　ともに、苗場山麓地域総合農地開発事

　業等で農用地の積極的な拡大を図りま

　す。また、畜産農家と作物栽培農家の

　有機的連携で生産性の高い農業地帯を

　
　
　
　
の

　
　
携
す

農
た
連
ま
地
慎
よ

　
　
　
　
り

　
　
機
く
農
画
す

　
　
　
　
つ

用
優
転
が
種
益
各
利
、
の

は
共
て
公
　
。

い
　
、
す

つ
し
ま

こ
　
寸
し

む
　
　
ニ
ゴ
ロ

用
検
慮

転
に
配

の
重
う

用
を
る

　
計
先

　　　塞剰「謝
　本村の水資源は、信濃川、清津川、釜

川、七川等の信濃川水系河川と全国有数

の豪雪地帯であるため、降水量は多く豊

富ですが、有効利用されずそのほとんど

が流出しています。今後、生活水準の向

上、産業の発展、地域開発などが進む中

で、農業、工業、道路の無雪化、生活用

水の増加で、水の需要量は、大幅に増大

することが予想されます。このため、長

期的展望にたった水系の水資源の確保お

よび、地下水の開発等総合的な利水計画

をつくります。

捧薗、然環難羅戴讐　

　本村は、信濃川やその水系によって、地

域丘陵の主峰苗場山を背景にそのすそ野

に美しい河川段丘が広がり、国立公園清

津峡や県自然環境保全地域など恵まれた

自然環境にあります。この豊かな、自然

環境の保全に努めます。
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村
を
好
き
に
な
ろ
う

　
地
域
づ
く
り
は
、
先
ず
、
人

づ
く
り
、
住
民
づ
く
り
か
ら
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
住
民
一
人

ひ
と
り
が
ふ
る
さ
と
を
知
り
、

郷
土
愛
を
持
ち
、
村
づ
く
り
に

積
極
的
に
参
加
し
て
い
た
だ
く

こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
し
て
、
行
政
の
強
力
な
リ

；
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
共
に
、
村
民

が
協
力
し
て
密
度
の
濃
い
接
触

を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
が
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。

　
わ
た
し
た
ち
の
村
は
、
過
疎

地
で
あ
り
、
豪
雪
地
で
一
年
の

樋ロ　戌（通り山）
　　　　　さん

言
葉
を
書
き
添
え
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
人
問
す
べ
て
故
郷
を
選
ぷ
こ

と
は
で
き
な
い
。

　
こ
の
と
こ
ろ
に
育
つ
子
ら
も

同
じ
で
あ
る
。

　
し
か
し

　
子
ら
は
、
自
分
の
人
生
を
選

　
ぷ
こ
と
は
で
き
る
。

　
母
い
ま
す
。
ふ
る
里
を
繁
栄

　
へ
導
く
こ
と
も
で
き
る
。

　
若
い
世
代
の
幸
せ
の
た
め

　
大
人
た
ち
は
力
を
合
せ
よ
う
。

活
力
あ
る
住
み
よ
い

　
　
　
　
　
　
村
づ
く
り

　
村
の
総
合
開
発
計
画
が
発
表

さ
れ
、
　
“
自
然
と
調
和
し
、
や

す
ら
ぎ
と
活
力
あ
る
住
み
よ
い

村
”
を
目
指
し
て
実
施
計
画
が

進
め
ら
れ
る
こ
と
を
喜
び
ま
す
。

　
ど
ん
な
に
苦
し
く
と
も
、
こ

の
地
か
ら
逃
が
れ
住
む
こ
と
の

で
き
な
い
者
、
そ
し
て
、
こ
の

郷
土
を
愛
し
、
こ
の
地
の
発
展

を
願
い
、
若
者
か
ら
住
み
継
い

で
ほ
し
い
と
願
う
村
民
は
、
こ

の
基
本
構
想
が
十
年
後
の
ビ
ジ

ョ
ン
と
し
て
終
る
こ
と
な
く
、

必
ず
達
成
さ
れ
る
こ
と
を
望
み

ま
す
。

　
数
多
く
の
施
策
の
具
体
化
に

当
っ
て
は
、
各
地
区
毎
に
広
聴

会
を
開
き
、
村
民
の
意
見
を
十

分
に
吸
い
上
げ
、
実
施
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
住
み
よ
い
村
を
つ
く
る
こ
と

は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

若
い
世
代
の
幸
せ
の
た
め
に
大

人
た
ち
は
、
力
を
合
せ
ま
し
ょ

レ
フ
o
　
最
後
に
、
わ
た
し
の
好
き
な

欝

滝沢ノブ（田中）
　　　　　さん

商薬の、振興
　商工会を充実し、消費者二一ズに応え

身近な商店でなければできないアフター

サービスに努め、魅力ある近代的な商店

街づくりを進め、地元のみならず近隣消

費者の確保に努めます。また、今後は、

観光リクリェーシヨン地帯が形成され、

村内を訪ずれる観光客は増加すると思わ

れますので、接客マナーや新しい商店街

づくりを推進します。
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綱光リクリヱ麟シゴン！
　　　　　　　　、趣帯の形磁

　清津峡渓谷、七ツ釜、小松原湿原、お

よび、苗場山登山ルート、清田山自然運

動公園、魚沼スカイラインの既存観光地

の整備拡充を図るとともに、貝野地区基

幹林道、当間山麓開発、温泉探査など未

開発観光資源の開発を進めます。

　また、誘客宣伝を行うとともに、整備

の遅れている宿泊施設、道路、駐車場な

どの施設整備と観光協会等団体の育成を

図り、自然と調和のとれた個性的で特色

のある観光リクリェーション地帯を形成

します。

樹有篇欝鱗雛癒雛

　国営苗場山麓地域総合農地開発事業で

国から107加の払い下げを受け開発が進

められ、また、分収契約で植林保育が行

われているものの活用度は低い。これか

らも、農業、林業、観光リタリェーショ

ン等多目的に有効活用できるよう積極的

に国有林野の活用について国に要望し、

開発に努めます。

　本村の農業は、稲作を基幹として、清

津川右岸段丘地の開田、団体営圃場整備

等で生産基盤整備をしてきましたが、苗

場山麓地域総合農地開発事業の実施で、

畑作の振興が図られ、複合経営が定着し

てきていますので、今後ともこれらにつ

いての施策を重点的に実施します。

　稲作は米需要の減退から生産調整を余

儀なくされていますが、国の方針に呼応

しながら消費者に喜ばれる良質米の出荷

と生産性の向上に努めます。

　畑作については、清津川左岸地区の苗

場山麓地域総合農地開発事業の実施で、

圃場が整備されますので野菜を中心とし

た市場性の高い作物の育成を進めます。

　また、本村の伝統ある杉苗、スズラン

スカシユリ、葉タバコ等の特産地として

の地位を確立するための施設整備を進め

近代的畑作地帯として、郡市一体となっ

た食糧供給基地としての発展を図ります。

灘騰

海
甜

▲期待の大きい当間山麓

　生活様式の多様化、水準の高度化に伴

い、従来とは質的に異なる文化的な生活

環境の整備が強く求められています。

　このため、日常生活地域の環境施設の

整備を積極的に推進し、広域的計画と対

応しながら住みよい生活環境の充実を図

ります。

■下水道
　　生活様式の変化、水準の向上に伴い

　生活雑排水、産業排水で、河川等公共

　用水路の汚濁が進み生活環境を悪化し

　下水道の整備が望まれています。この

　ため、村中心部に下水道の整備と集落

　単位の下水道整備を早急に推進します。

慧　　　難「

　病気のない健康な村づくりは、村民の

幸せの願いであり、生活の安定に欠くこ

とのできないものです。

　すべての村民が健康で、安心して生活

するためには、自ら健康に対する意識の

高揚と、地域ぐるみの健康づくり、病気

の予防に重点を置き村民参加による組織

を強化するとともに、医療施設の充実、

患者輸送の強化等、医療体制の拡充、整

備を積極的に進めます。

■　健康づくりの推進

　　健康を保持、増進するため、村民1

　人ひとりが健康に対し、正しい知識を

　身につけ、日常生活の中で健康づくり

　をすることがたいせつです。このため

　食生活の改善と栄養の指導、健康教育

　等、健康づくり知識の普及、健康の増

　進のための指導の充実を図ります。

灘織難掻秘鰭塞難灘

　福祉の目標は、村民1人ひとりが、健

康で文化的な明るい安定した生活を営む

ことです。高度経済成長は、村民生活を

豊かにしてきましたが、一方では貧困、疾

病、障害などに苦しむ人や、孤独な老人

が存在していて、これらの社会的に弱い

人たちに対し一層温かい配慮が必要です。

　このため、経済的扶養や施設の整備だ

けでなく、このような状態にある人たち

が社会に復帰できるよう精神的な支えと

なるような施策を推進します。

■地域福祉
　　福祉の充実には、家庭の協力と村民

　の温かい理解と組織的な活動が必要で

　す。このため、社会福祉協議会の法人

　化と組織の内容の整備を図り、一方住

　民参加による福祉活動、ボランティア

　活動が一層推進される施策を講じます。

■児童福祉
　　社会経済の進展に伴い、児童をとり

　まく環境の多様化、核家族化、婦人の

　就労機会の増加などで、家庭の果して

　きた機能が低下し、児童の健全な育成

　が疎外されつつあります。このため保

　育に欠けるすべての児童に対して、全

　員が入所できるよう保育所の整備に努

　めてきました。これからは、幼児教育

　施設の設置を考慮しながら、へき地保

　育所の通年開設に向けて施設整備の充

　実と、冬期間道路確保を合せて実施し

　ていくよう努めます。

■　心身障害者（児）福祉

　　精神・身体に障害をもつ人は、一般

　の人たちと比較し、社会的に極めて重

　い負担をしいられています。これらの

　人々が地域社会の一員として、明るい

　社会生活が送れるように社会参加の促

　進と、リハビリ、援護や在宅福祉等の

　施策の充実と家庭や社会の温かい理解

　と協力が得られるよう啓蒙を図ります。

　
～
勘

　
る
5

　
心
趣

亀
～
～
智

勾
黛

亀

繋糞襟珪講卿確保・、

　高度成長期以降、村民の暮らしも豊か

になった半面、公害、交通事故の増加と

自然条件からの水害、地すべり、ガケ崩

れ、雪崩等、村民の安全な生活をおびや

かす要因も数多くあります。安全で快適

な生活を確保するため、これらの要因を

排除および防止し、絶無を期するよう、

対策を講ずると共に発生した場合は、こ

れを除去し、被害を最小限にくいとめる

対策が必要です。

■防災
　　本村は、山間豪雪地帯のため自然災

　害の危険にさらされています。村民の

　安全な生活環境を確保するため、災害

　の未然防止を図らなければなりません。

　　このため、水害、地すべり、ガケ崩

　れ、雪崩等の防止対策を積極的に推進

　するとともに、非常時の救急、救護体

　制を充実し、災害基本法に基づく中里

　村地域防災計画で、防災体制の強化を

　図ります。

■公害
　　生活環境を悪化させ、村民の健康を

　おびやかす公害は、産業振興の側面的

　な間題として、水質汚濁、悪臭、振動、

　騒音等が発生しています。この公害を

　防止し、安全で快適な生活環境を保全

　するため発生源に対する調査、監視を

　行い、施設の改善を推進し、発生させ

　ないための村民意識の高揚に努めます。

　　また、家庭の雑排水による水質の汚

　濁は、下水道施設と共同処理施設の設

　置で対処するとともに住民への指導、

　啓蒙を行います。

雪の克服と積極的利用

　本村は、全国屈指の豪雪地帯であり、

「特別豪雪地帯」に指定されています。

　雪を克服し、積極的に利用し、村民生

活の向上を図ることが、本村にとって基

本的な重要課題です。

　このため、豪雪対策として、道路整備

や除雪体制の整備等で冬期間の交通確保、

雪害防止対策等の対応策を積極的に進め

るとともに雪を資源として、積極的に活

用することも研究し、地域の発展に資す

ることが必要です。

■　雪の有効活用

　　雪は、住民生活を著しく阻害し、地

　域の発展に大きな制約要因となってい

　ますが、反面、雪は、天然の資源であ

　り、豊富な水の源泉です。また、スキ

　ー場等所得の源泉であり、この貴重な

　雪資源を積極的に有効活用する必要が

　あります。

　　このため雪害を排除して、冬期間の

　スポーツ、リクリェーシヨンの場とし

　ての大規模なスキー場を建設するとと

　もに、冬の年中行事のような雪国文化

　の創造、育成を図り雪を利用した観光

　開発を図ります。また、未解明の分野

　が多い雪の潜在的価値の開発、雪の克

　服対策について、総合的な研究をする

　国立雪資源総合研究機関の設致に努め

　ます。

▲二の雪を収入源にかλよっ

1
綜
へ
ー
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半
分
は
雪
に
埋
れ
て
生
活
を
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
過
疎
地

で
も
豪
雪
地
で
も
、
　
「
ア
ス
フ

ァ
ル
ト
ジ
ャ
ン
グ
ル
」
　
「
コ
ン

ク
リ
ー
ト
ジ
ャ
ン
グ
ル
」
よ
り

す
ば
ら
し
い
故
郷
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
…
：

　
自
分
の
生
れ
た
村
を
好
き
に

な
っ
た
と
き
、
は
じ
め
て
村
づ

く
り
に
本
気
に
な
れ
ま
す
。
村

の
こ
と
を
ボ
ヤ
い
て
い
る
だ
け

で
は
、
子
ど
も
も
村
に
残
ら
な

い
し
、
村
の
発
展
も
望
め
ま
せ

ん
。
豪
雪
地
で
生
き
残
る
た
め

の
条
件
整
備
を
図
ら
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
度
、
村
か
ら
総
合
開
発

計
画
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
が
、

こ
の
実
現
の
た
め
に
、
村
民
が

一
つ
の
土
俵
の
上
に
立
っ
て
地

域
を
考
え
、
努
力
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
村
民
が
一
致
協
力
し
て
す
ば

ら
し
い
村
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

・r鷲螺諏舗

灘校教欝繊襲礁雛欝．

　学校教育は、本村に生まれ育つ子ども

たちが個性を伸ばし、主体性、創造性を

養い、豊かな情操と健康な身体を備え、

調和のとれた人間形成に志向するもので

なければなりません。このため、能力、

適性に応じた教育を施設整備の充実した

環境の中で行われるよう、あらゆる施策

を講じて明日の中里村を担う子弟を育て

ます。
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崔
将
率

　村民体育館を整備し、更に学校体育施

設の効果的活用を図ります。また、屋外

活動施設、運動公園、村民総合グランド

等を整備拡充する必要があります。村民

体育活動を積極的に進めるとともに、指

導者の育成と指導体制の確立に努めます

　今後の財政運営にあたっては、予算の

重点的効率的配分と均衝のとれた重点施

策の推進を図り自主財源の確保、消費的

経費の節減に意を用いるとともに、国県

への要望と地方財政計画に期待しながら

計画的財政運営のため、長期的視野の中

で財政の効率的運用と健全化に努めます

▲地域の連帯感を育てよう

　　　建民…㌔霧珈・轟

　限られた財政の中で、しかも、効果的

に住民の二一ズにあつた行政を進めるに

は、住民が主体的に論議を進めることの

できる場を設け、地域の問題や村づくり

の方向について充分討議し、村民と行政

とが役割分担して相互に責任を担いつつ

村づくりを進めるという体制づくりをし

ます。

　　広域綜政の難進塒

　昭和55年につくられた新広域市町村圏

計画を考慮し、現在、参画している広域

行政の整備充実を積極的に進め、更に魚

沼広域圏の計画立案に参画し、行財政の

効率化を図ります。

　郷土資料館と図書館を建設します。ま

た、村史を編さんして先史時代から現在

までの歴史変遷の過程を明らかにし、村

民の郷土に対する関心を高め文化の向上

に努めます。更に文化会館を建設し芸能

の振興を図り、すぐれた文化に接する機

会を多くし、文化に富んだ村づくりをめ

ざします。
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村
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構
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の
実
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た
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は
、
村
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み
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十
二
年
後
の
昭
和
七
十
年
こ
ろ
の
中
里
村
は
聴

ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
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い
ま
、
全
国
各
地
で
「
村
づ
く
り
運
動
」
が
脚

活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
九
糊

州
の
大
分
県
の
提
奨
し
て
い
る
「
一
村
ヨ
o
o
」
　
叩

運
動
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、
全
国
に
大
き
な
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を
投
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け
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脳

い
ま
す
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大
分
県
の
大
山
町
は
「
ウ
メ
・
ク
リ
を
植
え

て
ハ
ワ
イ
に
い
こ
う
」
と
い
う
こ
と
で
全
村
を

上
げ
て
取
り
組
み
、
成
功
を
納
め
、
今
で
は
、

シ
イ
タ
ケ
栽
培
も
軌
道
に
の
せ
て
い
ま
す
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こ
の
よ
う
に
村
づ
く
り
は
、
村
民
み
ん
な
の

気
持
を
合
せ
な
け
れ
ば
で
き
ま
せ
ん
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大
い
に

村
政
に
関
心
を
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ち
、
す
ば
ら
し
い
中
里
村
を

築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
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；
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＝
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＝
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冒
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昨
年
、
耕
運
作
業
中
、
回
転

を
し
よ
う
と
ブ
レ
ー
キ
ペ
ダ
ル

を
踏
ん
だ
と
こ
ろ
、
足
を
滑
ら

せ
、
ト
ラ
ク
タ
ー
が
畦
畔
に
乗

り
上
げ
転
倒
し
、
後
輪
タ
イ
ヤ

に
足
を
は
さ
ま
れ
る
と
い
う
事

故
が
村
内
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
九
月
に
は
コ
ン
バ
イ

ン
の
カ
ッ
タ
ー
部
分
の
ゴ
ミ
を

取
ろ
う
と
し
、
指
四
本
を
切
断

す
る
と
い
う
痛
ま
し
い
事
故
が

起
き
て
い
ま
す
。
こ
の
他
に
も

小
さ
な
事
故
が
、
農
作
業
機
械

の
普
及
と
と
も
に
相
当
数
あ
る

▲ペダルに泥がつくと滑りますよ

も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。

　
昨
年
、
県
内

で
は
、
百
五
十

五
件
の
農
作
業

事
故
が
発
生
し

死
亡
者
一
人
、

重
軽
傷
者
百
四

十
七
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ

の
発
生
件
数
は

昭
和
五
十
六
年
に
比
べ
て
一
・

八
倍
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

原
因
と
し
て
は
、
農
作
業
機
械

の
普
及
と
兼
業
農
家
等
の
増
大

で
農
作
業
を
短
時
間
で
終
や
そ

う
と
す
る
無
理
が
あ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
一
番
多
い
事
故
は
、
田
ん
ぼ

か
ら
農
道
に
機
械
を
移
動
す
る

際
の
転
倒
事
故
で
す
。
　
「
チ
ョ

ッ
ト
無
理
か
な
」
と
思
っ
た
ら

必
ず
あ
ゆ
み
板
を
使
っ
て
移
動

し
ま
し
ょ
う
。

　
今
年
は
、
特
に
豪
雪
の
た
め

雪
ど
け
が
遅
れ
、
そ
れ
だ
け
春

作
業
が
集
中
し
て
し
ま
い
ま
す
。

短
期
間
で
終
や
そ
う
と
無
理
を

し
ま
す
と
事
故
の
も
と
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
94

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
8

　
　
　
　
　
　
7
5

　
　
　
鷺

　
　
　
　
　
81

十
分
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
農
道
や
田
ん
ぼ
の
畦
畔

も
地
盤
が
ゆ
る
ん
で
い
て
、
あ

ゆ
み
板
が
は
ず
れ
る
と
い
う
思

わ
ぬ
事
故
が
発
生
す
る
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
の
で
、
作
業
は
く

れ
ぐ
れ
も
慎
重
に
行
つ
て
く
だ

さ
い
。農
作
業
安
全
メ
モ

◎
高
齢
者
や
子
ど
も
・
酒
を
飲

ん
だ
人
は
運
転
し
な
い
。

◎
春
は
特
に
身
体
が
農
作
業
に

慣
れ
て
い
な
い
の
で
十
分
休
養

を
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

◎
大
丈
夫
と
思
う
見
込
み
運
転

は
大
ケ
ガ
の
も
と
で
す
。

◎
キ
チ
ン
と
し
た
服
装
で
作
業

を
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
少
輸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
ノ

貰
Z
ー
～
ー
ー
ー
ー
ー
～
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
コ
ー
コ
ー
ー
㍊

～
　
て
　
　
　
里
村
建
設
業
協
会
力
ら
黄
漁

Z
孟

　
　
一
｝

　
　
6
0

態

　子どもたちは、どんな母親を望んでい

るのでしょうか。

　世界青年意識調査（第3回）では、各

国の18歳～24歳の人々に理想的な母親像

を聞いています。

　日本の青年が望んでいる母親は、家庭

生活を重視し、子どもの行動を尊重する

母親を望んでいます。それに対してアメ

リカの青年は、自分の考えに従わせよう

とする母親を望んでいます。

　子ども（10歳～15歳）は、何か困った

とき母親にどの程度話しをするのでしょ

うか、日本の母親と子どもとの意識は、

下記の表のようにかなりの差があります。

　子どもとの対話など、日ごろの生活を

振り返りましょう。

樋

子どもにとって
　　　　o観と憾

子供とのふれあい（親子の対比）

ギ
、
X

イ
サ
メ
カ
ア
リ

窃寡

96．695．990．5母親

78．385．060．3子供

89．491．667．8母親

83，391，368．9子供

子供さんが帽談すると

思うか

お母さんに椙談するか

お子さんのことをよく

理解していると思うか

お母さんがわかってく

れてると思うか

圏
ツ
プ

　
．
幽
》

　
　
　
膨

の
o
（

“型

熟堕騰
十分な休養と
　　無理のない作業を！

～～＿～～～，＿～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～’一一一～～」一～～一～～～一～～～～～～～～～N～　（”～～

をめざし死亡事

　
昨
年
中
里
村
で
発
生
し
た
事

故
は
、
一
昨
年
の
八
件
を
大
幅

に
上
回
り
、
十
三
件
で
死
者
一

名
、
傷
者
十
三
名
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
十
日
町
管
内
で
昨
年
発
生
し

た
事
故
は
、
百
八
十
八
件
で
死

者
九
名
、
傷
者
二
百
二
十
二
名

と
な
っ
て
い
ま
す
。
交
通
事
故

の
多
い
曜
日
は
、
日
曜
日
で
、

多
い
時
間
帯
は
、
通
勤
時
間
の

七
時
～
八
時
の
間
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
春
は
、
陽
気
も
よ
く
つ
い
開

放
的
な
気
分
に
な
り
が
ち
で
す

が
ハ
ン
ド
ル
を
握
っ
た
ら
「
自

分
に
は
家
族
が
い
る
」
と
自
覚

し
て
運
転
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
黄
色
の
コ
ウ
モ
リ

　
　
　
　
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー

　
　
　
　
　
　
　
あ
り
が
と
う

　
中
里
村
交
通
安
全
協
会
と
中

の
コ
ウ
モ
リ
と
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
～

バ
ー
が
、
新
入
生
百
一
人
に
贈
N

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

ら
れ
ま
し
た
。
黄
色
の
コ
ウ
モ
～

リ
や
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
は
雨
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N

の
夜
な
ど
も
目
立
ち
、
児
童
の
N

交
撃
故
防
止
に
役
立
．
て
蕊

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
N

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N

危
険
な
場
所
　
　
　
　
N

　
安
協
役
員
ま
で
連
絡
を
　
N

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N

各
地
区
毎
に
、
交
通
安
全
簗

会
の
支
部
長
が
い
ま
す
の
で
、
　
N

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N

危
険
と
思
わ
れ
る
所
が
あ
り
ま
N

し
た
ら
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。
N

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N

★
相
談
役
（
監
事
）
山
田
周
平

★
会
　
長
　
　
　
杉
谷
清
六

★
副
会
長
　
　
　
上
原
辰
巳

★
〃
　

渡
辺
三
雄

★
支
部
長

○
田
沢
南
地
区

○
田
沢
北
〃

○
倉
俣
　
〃

○
貝
野
　
〃

○
清
津
峡
〃

桑
原
徳
重

金
沢
紀
一

高
橋
定
利

村
山
正
利

阿
部
芳
男
高
道
山“　 ．　　榊襖累缶路罐露▲運転手さん止ってネ
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泣
春
ね
い
り
を
し
な
い
で

　
　
　
　
　
ま
ず
相
談
を

　
　
　
陽
気
が
い
い
季
節
の
到
来
で

　
　
す
。
車
に
い
ろ
い
ろ
な
品
物
を

　
　
積
ん
だ
セ
ー
ル
ス
マ
ン
が
や
っ

　
　
て
き
ま
す
。
毎
年
、
消
火
器
や

　
　
健
康
ふ
と
ん
な
ど
を
高
く
買
わ

　
　
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
声
を

　
　
耳
に
し
ま
す
。

　
　
　
セ
ー
ル
ス
マ
ン
が
玄
関
に
入

　
　
っ
て
き
て
説
明
を
始
め
て
も
、

　
　
自
分
に
必
要
が
な
い
と
き
は
、

　
　
は
っ
き
り
「
い
り
ま
せ
ん
已
と

　
　
断
わ
り
ま
し
ょ
う
。
お
年
寄
り

　
　
が
留
守
番
を
し
て
い
る
家
の
人

　
　
は
、
特
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
で
　
っ
た
こ

曽
と
が
生
じ
ま
し
た
ら
・
気
軽
に

㊧
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

細
★
昭
和
五
＋
九
年
度

畠
中
里
村
消
費
生
活
改
善
協
力
員

　
　
　
上
原
　
久
子
誉
丁
三
〇
二
上
山

　
　
　
山
田
　
リ
ツ
奎
⊥
丞
天
東
田
尻

　
山
本
ハ
ナ
子
畜
茜
三
六
小
出

　
高
橋
チ
エ
子
杏
工
6
八
四
芋
川

南
雲
　
シ
ゲ
畜
工
宍
天
堀
之
内

★
県
消
費
生
活
改
善
推
進
員

　
上
原
ヒ
ロ
ノ
苔
工
天
＝
通
り
山

㊥
魎
㊧
管

　
　
と
き
は
、
次
の
こ
と
を
守
っ
て

　
　
火
災
予
防
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
　
　
・
山
林
、
原
野
等
に
火
入
れ

　
火
災
警
報
に
ご
注
意
を

◎
火
災
警
報
が
発
令
に
な
っ
た

　
　
を
し
な
い
こ
と
。

　
・
花
火
な
ど
は
し
な
い
こ
と
。

　
・
外
で
た
き
火
を
し
な
い
事
。

　
・
火
気
取
り
扱
い
場
所
の
再

　
　
点
検
を
す
る
こ
と
。

　
・
室
内
で
裸
火
を
使
用
す
る

　
　
と
き
は
、
窓
、
出
入
口
を

　
　
閉
じ
て
行
う
こ
と
。

◎
火
災
警
報
は
次
の
場
合
発
令

さ
れ
ま
す
。

　
・
風
速
十
五
層
以
上
の
風
が

　
　
一
時
間
以
上
連
続
し
て
吹

　
　
く
見
込
み
の
と
き
。

　
・
実
効
湿
度
が
六
五
％
以
下

　
　
に
な
る
見
込
み
の
と
き
。

　
・
出
火
危
険
度
が
五
以
上
に

　
　
な
る
見
込
み
の
と
き
。

　
火
災
警
報
が
発
令
さ
れ
た
場

合
は
、
役
場
の
屋
上
に
赤
白
の

吹
き
流
し
が
掲
げ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
各
地
区
の
ポ
ン
プ
小
屋

前
に
看
板
を
掲
示
し
ま
す
。

◎
サ
イ
レ
ン

　
め
　
ニ
ナ
　
め
ム
ハ
　

・
1
・
…
…
く
り
返
し
三
回

　
火
の
用
心
に
、
過
ぎ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
火
の
元
に
十

分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

村
・
県
民
税
納
付
書
の

一
部
改
正
の
お
知
ら
せ

六
月
十
五
日
に
配
布
さ
れ
る

　
六
月
二
十
五
日

　
午
前
九
時
～
午
後
三
時
半

　
六
月
二
十
六
日

　
午
前
九
時
～
午
後
三
時

　
（
両
日
と
も
午
前
十
一
時
半

　
～
午
後
一
時
ま
で
は
ご
遠
慮

　
く
だ
さ
い
。
）

◎
検
査
手
数
料
等
の
詳
細
は
、

村
政
事
務
嘱
託
員
さ
ん
を
通
じ

て
、
チ
ラ
シ
を
配
布
し
ま
す
。

　
　
　
　
（
役
場
　
開
発
課
）

明
，
、
，
」
蓼
勤
き
「
，
，
，
ノ

★
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド

　
四
月
六
日
、
春
の
全
国
交
通

安
全
運
動
の
一
環
と
し
て
、
交

通
安
全
パ
レ
ー
ド
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
車
四
台
に
分
乗
し
た

警
察
、
安
全
協
会
役
員
、
交
通

指
導
隊
の
み
な
さ
ん
が
、
村
内

を
回
っ
て
事
故
防
止
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

★
朴
木
沢
集
落

　
圃
場
整
備
事
業
竣
工

　
四
月
七
日
、
農
村
定
住
促
進

対
策
事
業
で
実
施
し
た
、
朴
木

沢
集
落
の
圃
場
整
備
事
業
（
二

・
一
勉
）
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し

★
二
ぶ
し
会
総
会
　
　
　
　
　
一

四
月
＋
三
旦
食
生
活
改
善
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

推
進
委
員
で
組
織
す
る
、
こ
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
層

し
会
の
総
会
が
保
健
セ
ン
タ
ー
層

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
人
た
ロ

ち
は
、
塩
分
の
少
な
い
料
理
方
層

法
な
ど
を
指
導
し
、
食
生
活
の
一

改
善
に
努
め
て
い
ま
す
。
　
　
　
ロ

★
村
政
事
務
嘱
託
員
会
臓
　
　
　
層

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
ニ
ナ
ヨ
　
ヤ
　
　
ゑ
　

嘱
託
員
会
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
・
層

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

が
簸
鶏
叢
難
”

ら
事
務
を
進
め
る
上
で
の
連
絡
8

事
項
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
●

躍
蹟
舗
醗
肚
．
、
、
、
臥
臥
3
ド
』

村
・
県
民
税
の
第
一
期
分
納
付

書
に
は
、
全
期
分
納
入
で
き
る

前
納
納
付
書
が
つ
い
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
計
量
器
の

　
　
　
　
　
　
定
期
検
査

　
　
　
計
量
法
で
は
、
取
引
上
ま
た

　
　
は
証
明
上
に
使
用
し
て
い
る
計

　
　
量
器
の
使
用
者
に
対
し
て
、
県

　
　
知
事
の
行
う
定
期
検
査
を
受
け

　
　
る
こ
と
を
義
務
づ
け
て
い
ま
す
。

　
　
　
三
年
に
一
回
の
検
査
で
す
が

　
　
今
年
が
検
査
年
に
な
っ
て
い
ま

　
　
す
の
で
　
ず
　
け
て
く
だ
さ
い
の

管
《
検
査
対
象
》

㊧
　
取
引
上
、
ま
た
は
、
証
明
上

細
の
遣
に
使
用
し
て
い
る
質
量

騨
商
筈
売
に
使
用
す
る
も

　
　
　
の
。

　
　
○
農
作
物
を
計
っ
て
売
る
場
合

★
前
納
を
希
望
さ
れ
る
人

　
前
納
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、

第
一
期
の
納
付
期
限
ま
で
に
、

領
収
証
書
と
納
付
書
を
切
り
離

さ
な
い
で
、
直
接
指
定
金
融
機

関
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

★
前
納
を
希
望
し
な
い
人

　
例
年
通
り
納
税
組
合
を
通
じ

て
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
納
税
組
合
を
利
用
し

て
前
納
さ
れ
た
場
合
は
、
納
税

組
合
事
務
奨
励
金
の
対
象
外
と

な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
税
務
課
ま
で

★
料
　
金

　
一
時
間

　
大
人
　
　
　
ふ
ハ
百
円

　
（
三
時
間
目
か
ら
は
五
百
円
）

　
小
人
（
小
学
生
以
下
）
三
百
円

　
（
三
時
間
目
か
ら
は
二
百
円
）

　
何
も
持
っ
て
こ
な
く
て
も
、

釣
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お

竿
、
え
さ
の
持
込
み
は
自
由
で

す
。
で
っ
か
い
鯉
を
つ
り
上
げ

て
く
だ
さ
い
。

ね
た
き
り
老
人
見
舞
金

　
制
度
の
ご
利
用
を

　
村
で
は
、
在
宅
で
ね
た
き
り

の
老
人
に
対
し
て
「
ね
た
き
り

老
人
見
舞
金
」
を
支
給
し
、
病

床
者
を
な
ぐ
さ
め
る
と
と
も
に

老
人
福
祉
の
増
進
を
図
っ
て
い

ま
す
。

★
対
象
者
　
中
里
村
に
住
所
を

有
す
る
、
年
齢
六
十
五
歳
以
上

の
人
で
、
在
宅
で
引
き
続
き
六

ヵ
月
以
上
ね
た
き
り
の
状
態
で

あ
り
、
常
時
介
護
を
要
す
る
人
。

★
見
舞
金
　
　
一
人
三
千
円
（
月

額
）
。

　
詳
し
く
は
、
役
場
社
会
福
祉

課
ま
で
。
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（
米
の
計
量
は
除
く
）

○
病
院
、
薬
局
等
で
用
い
る
調

　
剤
用
は
か
り
。

○
病
院
・
学
校
・
幼
稚
園
等
で

　
用
い
る
身
体
検
査
用
は
か
り
。

《
受
検
日
》

　
　
つ
り
堀
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　
　
　
養
魚
場

　
桜
並
木
に
囲
ま
れ
た
養
魚
場

の
つ
り
堀
に
、
来
て
み
ま
せ
ん

か
。
春
の
陽
ざ
し
の
中
で
、
親

子
揃
っ
て
つ
り
糸
を
垂
ら
す
の

も
い
い
も
ん
で
す
よ
。
昨
年
度

養
魚
場
の
つ
り
堀
を
訪
ず
れ
た

人
は
、
延
べ
三
千
六
百
人
を
数

え
ま
し
た
。

　
家
族
で
散
歩
し
な
が
ら
お
い

で
く
だ
さ
い
。

　
　
停
電
の
お
知
ら
せ

▽
五
月
二
十
九
日
㈹

午
前
十
二
時
～
午
後
四
時

荒
屋
、
山
崎
、
通
り
山
、
芋

川
新
田
の
全
部

上
山
、
田
中
の
一
部

▽
ム
ハ
月
八
日
㈹

午
前
九
時
～
午
後
一
時

朴
木
沢
新
田
、
自
羽
毛
、
程

島
、
東
田
尻
、
西
田
尻
、
西

方
、
牧
畑
、
角
間
、
葎
沢
、

小
出
、
倉
下
、
土
倉

善
意
を
あ
り
が
と
う

　
社
会
福
祉
協
議
会
へ
次
の
善

意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

｛
　
清
津
館

　
東
京
航
空
食
品
㈱
塔
載
第
一

　
部
次
長
　
宮
沢
六
郎

　
香
代
返
し
と
し
て
五
万
円
。

　
　
訂
　
　
正

　
先
月
号
の
村
民
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
ス
キ
；
大
会
の
記
事
の

中
で
誤
ま
り
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
訂
正
し
て
お
わ
び
い
た
し

ま
す
。
〈
訂
正
前
〉
　
井
ノ
川
正
平

〈
訂
正
後
〉
　
井
ノ
川
正
年

さ醸撫
瓜k　　参薯あ艶

奪
物

謙
マ
る

羅
紗

　
　
　
　
〆
。

’
w
4
卜
！

　
　
　
　
　
ぞ鱗

鞍
捗

フ

が
た鵡

ノ
’

の
鈴

◎
向
魑
2

遣
覇
．

鳥
鯵
、
一

ノ
愛
小
　
勇

ロ

ハ
∀
、
、
．
－

2
　
ノ

この作品は山田まゆみさんの協力で

掲載しています。

　　　きものまつり協賛

　　　　ヂ癒漢簗獲纐耕犠磯鱗壌

＊日時　5月13日　午後4：30～7：30
＊場所　クロス10

＊イベント　大ディスコ大会

　　　　　ディスコダンスコンテストetc
＊主催　十日町織物工業協同組合青年部会

存
知
で
す
か
検
察
審
査
会

　
「
交
通
事
故
・
詐
斯
そ
の
他

の
犯
罪
で
被
害
を
受
け
た
の
に

検
察
官
が
犯
人
を
裁
判
に
か
け

な
か
っ
た
の
は
、
ふ
に
お
ち
な

い
凶
こ
ん
な
不
満
の
あ
る
人
の

た
め
に
検
察
審
査
会
制
度
が
あ

り
ま
す
。
審
査
会
は
、
市
町
村

の
選
挙
人
名
簿
か
ら
く
じ
で
選

ば
れ
た
十
一
人
の
審
査
員
が
、

民
間
人
を
代
表
し
て
、
住
民
と

し
て
の
健
全
な
良
識
に
し
た
が

っ
て
、
検
察
官
の
不
起
訴
処
分

を
調
べ
な
お
し
て
く
れ
る
民
主

的
な
国
の
機
関
で
す
。

　
相
談
や
審
査
の
申
し
立
て
に

費
用
は
、
い
っ
さ
い
か
か
り
ま

せ
ん
の
で
、
お
気
軽
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

長
岡
市
三
和
三
丁
目
九
番
二
八

　
長
岡
検
察
審
査
会
事
務
局

　
　
　
　
魯
。
実
⊥
羊
三
四
一

九
豪
雪
の
記
録
集
を
作
成

　
役
場
で
は
、
五
九
豪
雪
の
記

録
集
を
編
集
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
五
九
豪
雪
は
、
昭
和

二
十
年
以
来
の
豪
雪
と
な
り
、

降
雪
深
の
累
計
が
、
十
九
屑
五

十
七
茜
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
過
去
六
十
七
年
間
の
中
で

一
番
気
温
の
低
い
年
と
な
っ
て

い
ま
す
。
　
（
農
林
水
産
省
十
日

町
林
業
試
験
地
調
べ
）

　
役
場
で
は
、
記
録
集
を
充
実

し
た
も
の
に
す
る
た
め
に
、
村

民
の
み
な
さ
ん
が
撮
ら
れ
た
写

真
も
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ど
ん
な

写
真
で
も
け
っ
こ
う
で
す
の
で

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

★
連
絡
先
　
役
場
総
務
課
ま
で

除
の
申
請
は
お
早
め
に

　
国
民
年
金
に
は
、
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
困
難
な
人
の
た

め
に
、
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
失
業
や
少
収
入
で
家
計
が
苦

し
い
と
か
、
医
療
扶
助
な
ど
を

受
け
て
い
る
と
か
、
経
済
的
な

理
由
で
保
険
料
を
納
め
ら
れ
な

い
人
は
、
保
険
料
の
納
付
を
免

除
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
条
件
に
あ
て

は
ま
る
人
は
、
印
鑑
持
参
の
う

え
、
役
場
の
国
民
年
金
係
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

暗

蒋の歴吏i　4
　　制　1／
　　　　　；
天保の飢麟　1
　　と
　いう　む
　一i嚥
　　　　　！
　　　　　　　（次回は7月号

　
こ
と
し
は
未
曽
有
の
大
雪
で
、

雪
消
え
の
遅
い
と
こ
ろ
で
は
今

か
ら
大
凶
作
を
心
配
す
る
声
も

聞
か
れ
る
ほ
ど
で
す
。
逆
に
大

雪
の
年
は
豊
作
だ
と
い
う
こ
と

も
い
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
今

か
ら
と
り
こ
し
苦
労
を
す
る
こ

と
も
い
り
ま
せ
ん
し
、
た
と
え

凶
作
に
な
っ
た
と
し
て
も
国
民

が
飢
餓
に
お
い
込
ま
れ
る
な
ん

て
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
江
戸
時
代
に
は
、

　
　
　
　
い
つ
　
む

中
里
村
も
一
撹
が
起
っ
た
天
保

年
間
を
は
じ
め
、
幾
度
と
な
く

飢
饅
に
お
そ
わ
れ
、
わ
れ
わ
れ

が
想
像
も
で
き
な
い
困
窮
に
お

そ
わ
れ
た
の
で
す
。
大
飢
鐘
と

い
わ
れ
て
い
る
も
の
だ
け
で
も

寛
永
、
延
宝
、
享
保
、
宝
暦
、

天
明
、
天
保
と
五
指
に
余
り
ま

す
。
ま
し
て
小
さ
な
困
窮
年
ま

で
含
め
る
と
数
年
に
一
回
は
あ

っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
ほ
ど
で
す
。

　
天
保
四
年
か
ら
十
年
ま
で
七

ヵ
年
に
も
お
よ
ん
だ
大
飢
饅
は

全
国
的
規
模
の
も
の
で
、
天
候

不
順
、
こ
と
に
冷
害
に
よ
る
も

の
で
し
た
。

　
そ
の
な
か
で
も
一
揆
が
起
っ

た
天
保
八
年
は
特
に
悲
惨
で
、

当
時
の
泉
龍
寺
の
住
職
は
過
去

帳
の
中
に
次
の
よ
う
に
記
載
し

て
い
ま
す
。

「
世
上
大
飢
饅
、
大
阪
に
て
大

騒
動
あ
り
、
江
戸
西
の
丸
焼
失
、

同
日
、
日
本
橋
辺
多
く
焼
け
る
。

人
多
く
死
す
。
当
国
柏
崎
に
て

乱
暴
あ
り
、
四
月
十
七
日
な
り
。

三
月
十
七
日
よ
り
川
北
騒
動
発

り
、
同
廿
二
日
よ
り
中
ノ
島
に

乱
防
な
り
。
穀
値
段
四
月
相
場

三
分
六
百
文
に
定
り
候
へ
共
段

々
高
値
に
相
成
り
、
七
八
月
は

金
壱
両
壱
分
と
壱
貫
文
に
相
成

る
。
世
上
殊
の
外
難
渋
、
人
多

く
死
す
。
当
寺
惣
壇
中
三
百
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
っ
ぷ

軒
は
こ
れ
有
る
処
百
七
軒
潰
れ

家
に
相
成
り
候
凶

　
泉
龍
寺
で
は
平
年
で
す
と
新

仏
数
は
二
十
～
四
十
く
ら
い
で

す
が
、
こ
の
年
は
二
百
三
十
六

を
数
え
て
い
ま
す
。
い
つ
も
の

年
の
十
倍
近
い
数
で
す
。
檀
家

が
三
分
の
一
以
上
も
つ
ぶ
れ
た

と
あ
り
ま
す
。
泉
龍
寺
の
過
去

帳
だ
け
か
ら
見
る
と
、
天
明
四

年
の
飢
鐘
年
の
新
仏
百
二
と
比

較
し
て
も
倍
を
超
え
て
お
り
ま
す
。

　
そ
ん
な
中
で
民
衆
は
ど
う
対

応
し
て
い
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　
村
史
編
さ
ん
専
門
委
員

　
　
須
藤
重
夫
（
下
条
小
教
頭
）
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欝認謎驚“
こ
ん
な
こ
と
が
あ
る

ぞ
”
と
い
う
惰
報
を
お

願
い
し
ま
す
。

ス
ッ
飛
ん
で
行
き
ま
す
。

（
六
三
・
二
五
一
一
㊨
一
二
）

編拗の緬参庸
　12峠トンネルが完成するまでは

倉下方面から南魚に抜ける峠越え

の道として往来があったといいま

す。魚沼スカイラインから歩いて

15分くらい登ると写真の鎮守様が

あります。ひっそりたたずむ神社

境内からは、南魚方面が 一望でき

ます。

ざ言タ代砲

錘4鮪轟
　
■

つ
り
掘
り

　
　
　
　
オ
ー
プ
ン

　
養
魚
場
の
つ
り
堀
り
が
、
四

月
二
十
九
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。
こ
の
日
に
は
、
春
が
来
る

の
を
首
を
長
く
し
て
待
っ
て
い

た
、
太
公
望
が
訪
ず
れ
、
春
の

陽
ざ
し
を
浴
び
な
が
ら
つ
り
糸

を
垂
ら
し
て
い
ま
し
た
。

かたってこい……ついてこい

がっちゃがちゃ…ビシヨビショ

きんま……………おこりんぽ

きもやいた………おこった…

くわっしゃい……たべなさい

くつたくた………とてもつかれた

けノ3ミ………………1寸むり

けなれがす………うらやましがらせる

「方言の研究」から清津峡（小）土倉分校作

　
　
亀
亀

、
暢
．

曝
場
の
翼
四
憾
違
う
ね
ー

貝
野
中
学
校

危
険
物
取
扱
者
試
験

　
　
　
　
　
の
お
知
ら
せ

★
日
時

　
六
月
二
十
八
日
（
木
）

★
願
書
受
付
期
間

　
五
月
三
十
一
日
～
六
月
六
日

★
種
類
　
乙
種
第
四
類

　
　
　
　
丙
種

★
場
所
　
長
岡
自
治
会
館

　
詳
し
く
は
、
十
日
町
地
域
消

防
本
部
予
防
課
ま
で

　
　
　
　
（
五
七
－
一
五
五
五
）

残
雪
が
危
険
山
菜
採
り

　
雪
ど
け
と
と
も
に
、
山
菜
採

り
の
季
節
を
迎
え
ま
し
た
。
山

菜
採
り
を
兼
ね
た
山
遊
び
は
、

た
い
へ
ん
楽
し
い
も
の
で
す
が

今
年
は
、
例
年
に
な
く
、
雪
が

多
く
、
残
雪
の
落
下
に
よ
る
事

故
が
発
生
し
て
い
ま
す
の
で
、

く
れ
ぐ
れ
も
注
意
を
し
て
く
だ

さ
い
。

　
　
脚

わ
ヵ

　
「
コ
ン
ニ
チ
ワ
、
ケ
ー
ブ
ル

エ
リ
ッ
ク
で
す
。
」
　
四
月
十
六

日
貝
野
中
学
校
に
、
文
部
省
派

遣
の
英
語
指
導
主
事
助
手
の
ケ

ー
ブ
ル
さ
ん
が
訪
ず
れ
、
生
徒

た
ち
に
生
き
た
英
会
話
を
指
導

し
ま
し
た
。
ケ
ー
ブ
ル
さ
ん
が

貝
野
中
学
校
を
訪
ず
れ
た
の
は

今
回
で
二
度
目
で
す
。
二
度
の

来
訪
の
き
っ
か
け
は
、
生

徒
た
ち
の
英
語
に
対
す
る

積
極
的
な
姿
勢
と
人
当
り

の
良
さ
が
印
象
に
残
っ
た

か
ら
と
い
い
ま
す
。

　
今
回
の
指
導
に
は
、
は

る
ば
る
米
国
か
ら
、
日
本

旅
行
に
来
て
い
た
ケ
ー
ブ

ル
さ
ん
の
両
親
も
訪
ず
れ

授
業
の
中
に
加
わ
る
一
場

面
も
あ
っ
て
、
生
徒
た
ち

は
、
日
ご
ろ
の
成
果
を
発

揮
し
よ
う
と
、
　
「
好
き
な
食
べ

も
の
は
」
　
「
日
本
の
印
象
は
」

な
ど
次
か
ら
次
へ
と
質
問
を
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
ニ
コ

ニ
コ
と
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
加
え

な
が
ら
の
返
事
に
生
徒
た
ち
は

ア
メ
リ
カ
人
の
人
柄
を
も
知
る

こ
と
が
で
き
た
い
へ
ん
喜
ん
で

い
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
の
香
り
大
に
ぎ
わ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
錦
糸
町
カ
ッ
パ
祭
に
参
加

　
五
月
三
・
四
・
五
日
、
東
京
・
錦

糸
町
の
カ
ッ
パ
祭
り
に
、
中
里

村
か
ら
山
菜
、
キ
ノ
コ
、
イ
ワ

ナ
、
酒
、
な
ど
の
特
産
品
を
持

っ
て
特
別
参
加
し
ま
し
た
。
こ

の
祭
り
へ
の
参
加
も
今
年
で
三

回
目
を
数
え
、
都
会
の
人
た
ち

に
た
い
へ
ん
喜
ば
れ
て
い
ま
す

　
今
回
も
、
東
京
周
辺
に
住
む

郷
土
出
身
者
千
六
十
人
に
案
内

状
を
出
し
、
会
場
を
訪
ず
れ
た

人
に
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
（
二
合
）

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　
特
に
今
回
は
、
都
会
の
子
ど

　
　
も
た
ち
に
、
季
節
は
ず
れ
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　美化運動に功績
　　　　　清津峡（老ク）三栄会

　清津峡老人クラブ（三栄会）は、月

に1回集まって、神社の清掃や川原の

ゴミ、県道のアキ缶などを積極的に回

収し、地域をきれいにしようと努力し

ています。このほど、この功績が認め

られ、県から環境美化地域模範団体と

して感謝状と記念品が贈られました。

浜
難
　
、

憲
藝
興
　
　
　
筑
P
翫
［
。

の
雪
の
感
触
を
味
わ
っ
て

も
ら
お
う
と
、
ダ
ン
プ
カ

ー
で
雪
を
運
び
、
中
里
コ

ー
ナ
ー
に
雪
ダ
ル
マ
を
つ

く
り
た
い
へ
ん
喜
ば
れ
ま

し
た
。
こ
う
し
た
都
会
と

の
交
流
を
大
事
に
し
、
わ

た
し
た
ち
の
故
郷
の
す
ば

ら
し
さ
を
再
認
識
し
、
み

ん
な
で
村
づ
く
り
を
進
め

ま
し
ょ
う
。

、
繊瓢

鰹

農
繋
蒙轟．融購醸羅擁撫霞

走
っ
て
い
る
と
き
は
苦
し
い
け
ど

一
位
で
ゴ
ー
ル
テ
ー
プ
を
切
る
と
き

は
と
て
も
う
れ
し
い
。
走
っ
て
い
る

と
き
「
ガ
ン
バ
レ
」
と
応
援
さ
れ
る

と
ガ
ン
バ
ラ
な
く
て
は
と
力
が
わ
き

ま
す
。
家
の
人
は
「
お
ま
え
な
ん
て

出
て
も
ダ
メ
そ
ー
」
と
い
い
ま
す
が

「
勝
っ
た
よ
」
と
い
う
と
と
て
も
喜

ん
で
く
れ
ま
す
。

　
今
年
も
、
こ
れ
か
ら
い
ろ
い
ろ
な

大
会
が
あ
る
け
ど
、
よ
い
成
績
を
残

す
よ
う
に
ガ
ン
バ
リ
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

鮪

　
第
四
回
交
通
安
全
運
転
コ
ン
ク
ー

ル
が
、
四
月
八
日
十
日
町
オ
ー
ト
ク

ラ
ブ
・
ス
ポ
ー
ツ
の
主
催
で
行
わ
れ

若
い
カ
ッ
プ
ル
や
家
族
連
れ
な
ど
五

十
四
台
が
参
加
し
ま
し
た
。
中
魚
・

十
日
町
市
の
四
市
町
村
を
一
周
す
る

五
十
三
キ
ロ
の
コ
ー
ス
に
、
中
里
村

か
ら
も
八
台
参
加
し
、
優
秀
な
成
績

を
納
め
ま
し
た
。

▼
入
賞
者
、
位
議
鑓
塵

　
　
　
　
　
三
位
大
島
正
司
（
自
羽
毛
）

　
　
　
　
　
六
位
山
田
　
勇
（
宮
中
）

▲責任重大ガンバラなくては

とこ

▲人のために尽くす二とのできる人に

　
さ
ん
ぱ
く
姿
を
装
っ
て
の
「
岸
壁

の
母
」
の
熱
演
に
お
年
よ
り
た
ち
カ

ら
盛
ん
な
拍
手
が
わ
き
起
り
　
涙
を

誘
い
ま
し
た
。
四
月
二
十
四
日
中

里
村
里
菊
会
（
皇
居
奉
仕
団
）
と
や

よ
い
会
（
踊
ク
）
の
十
一
人
が
土
市
の

養
護
老
人
ホ
ー
ム
妻
有
荘
を
訪
ず
れ

歌
と
踊
り
と
菓
子
を
フ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
し
た
。
こ
の
訪
問
も
今
年
で
四
回

目
を
数
え
「
来
年
も
来
て
く
だ
さ
し

ね
」
と
お
年
よ
り
た
ち
と
握
手
を
す

る
姿
も
み
ら
れ
奉
仕
活
動
の
す
ば
ら

し
さ
を
目
の
あ
た
り
に
し
ま
し
た
。


